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14.超高真空高分解能透過電子顕微鏡法によるSi(111)√㌻×√て｢-Bi

の吸着原子直接観察と構造解析

芳 賀
三三罰I毒と

si(111)7×7表面に基板温度約250℃でBiを1原子層程度蒸着すると√す~×√盲~構造が形成さ
れる｡ 本論文では､透過回折法 (TED法)､および高分解能透過電子顕微鏡法 (HRTEM法)によって
この√訂~×√舌~構造の構造解析を行なった｡

TED法では､√亨ー×√亨~超格子スポットの強度を測定し信頼度因子を最小とする構造がBi原子が
トライマ-をつくり第1層のSiの上にMilk-Stool型に配置する事を結論した｡

HRTEM法ではPlan-Viewによって√三｢×√訂~構造を形成するBi原子を直接見ることができた.
マルチスライス法による像のシミュレーションを行い､TEDによる結果と比較検討して構造モデル

を決定した｡

HRTEM法で表面に吸着した原子を1つ1つ識別できることを初めて示し､直接表面原子の配置を

解析する手法の基礎を確立した｡

15.電子顕微鏡内その場蒸着法による準結晶の作製

箕 田 弘 喜

AlbM｡合金に於いて､20面体対称性を持つ3次元準結晶が発見されて以来､それぞれ､8回､10回､

12回の対称軸を持つ2次元の準結晶が発見され､その構造についての研究が多く行なわれている｡本

研究では､超高真空電子顕微鏡内その場蒸着法を用いて､MgO(111)表面上に､A卜Fe､又は

A卜Cu-Feといった､合金の準結晶を作 り､その成長の動的過程をTEM-TED法を用いて観測した｡

Al蒸着後､約300℃でのFeの蒸着では､蒸着直後から､準結晶が形成されたが､Feを室温で蒸着

し､温度を上げることによっても､従来の報告 とは異なり､準結晶は､容易に生成 した｡又､

A卜Cu-Fe3元合金についても､同様な観察を行なった｡

16.TGSのT｡近傍における分城壁運動

張 家 良

TGSのT｡近傍における誘電分散は､臨界緩和をする分極からの寄与と､分城壁運動の寄与からな

る｡ 本研究では､低周波誘電率測定(1KHz～13MHz)､高周波誘電率測定(1MHz-1GHz)を行い､

そのデータを解析した｡臨界緩和はほぼ単一Debye型緩和で､緩和周波数は､転移点の近くでは､

/r-A(T一 丁｡)に従い｡T｡において10MHzまで下がった｡分城壁運動は多分散緩和型で､緩和周

波数は､45-48℃では､約100KHzで一定であるが､T｡の約0.2℃下からT｡に向かって急激に高く

なり､T｡では約1.4MHzになることが見出された｡さらに､T｡の付近における､誘電率の測定電圧

振幅に対する依存関係も確かめた｡
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